
大沢3丁目、深
大寺全域、井口
全域、野崎2・3
丁目
大沢1・2・4・
5・6丁目、野崎
4丁目
上連雀1～5丁目
下連雀1～4丁目
野崎1丁目、上
連雀6～9丁目
新川6丁目、下
連雀5～9丁目
井の頭全域
牟礼全域
新川2・3丁目、
北野全域
新川1・4・5丁
目、中原全域

燃やせるごみ

12月30日F

12月30日F

12月29日E

12月29日E

12月29日E

12月29日E

12月30日F

12月29日E

12月30日F

12月30日F

燃やせないごみ

12月28日D

12月28日D

12月21日D

12月21日D

12月21日D

12月21日D

12月28日D

12月21日D

12月28日D

12月28日D

プラスチック
類・有害ごみ

12月26日B

12月26日B

12月27日C

12月27日C

12月23日_

12月23日_

12月28日D

12月28日D

12月22日E

12月22日E

ペットボトル

12月15日E

12月22日E

12月28日D

12月23日_

12月27日C

12月20日C

12月26日B

12月16日F

12月21日D

12月19日B

空きびん
空き缶

12月22日E

12月15日E

12月21日D

12月16日F

12月20日C

12月27日C

12月19日B

12月23日_

12月28日D

12月26日B

古紙（新聞・雑
誌・段ボール・
雑紙）・古着類

12月29日E

12月28日D

12月23日_

12月23日_

12月28日D

12月27日C

12月29日E

12月27日C

12月26日B

12月26日B

ごみ　産業
市役所代表電話10422-45-1151
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e

同
セ
ン
タ
ー
1
46
―
０
０
４

８
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房
「
松

ぼ
っ
く
り
を
使
っ
た
ク
リ
ス

マ
ス
グ
ッ
ズ
作
り
」

▽
①
ミ
ニ
・
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ

ー
＝
松
ぼ
っ
く
り
、
飾
り
用
ビ
ー

ズ
、
瞬
間
接
着
剤
を
持
参
。
②
ク

リ
ス
マ
ス
・
リ
ー
ス
＝
松
ぼ
っ
く

り
（
お
好
み
の
数
）、
針
金
ハ
ン

ガ
ー
１
本
（
ま
た
は
針
金
）、
飾

り
用
ビ
ー
ズ
や
リ
ボ
ン
、
瞬
間
接

着
剤
を
持
参
。

▼
開
館
時
間
（
水
・
木
・
土
・
日

曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

に
直
接
リ
サ
イ
ク
ル
工
房
へ
。

e

同
工
房
（
深
大
寺
２
―
16
―

13
）
1
34
―
３
１
９
６

し
ご
と
の
相
談
窓
口

年
代
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
勤
労

者
、
求
職
者
、
事
業
者
を
対
象
に
、

「
わ
く
わ
く
サ
ポ
ー
ト
三
鷹
」
キ

ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、「
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
三
鷹
」
就
職
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
、
東
京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン

タ
ー
相
談
員
、
多
摩
東
部
地
域
産

業
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
な
ど
の

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
個
別
対
応
し
ま

す
。
仕
事
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど

ん
な
こ
と
で
も
、お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

在
宅
の
仕
事
を
希
望
す
る
市
民

の
方
を
対
象
と
し
た
「
内
職
臨
時

登
録
窓
口
」
も
設
け
ま
す
。

▽
12
月
５
日
b
（
毎
月
第
１
月
曜
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、
三

鷹
産
業
プ
ラ
ザ
７
階
会
議
室
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

◆
当
日
都
合
が
つ
か
な
い
方
へ

都
合
の
よ
い
日
程
で
専
門
相
談

員
と
の
相
談
日
を
設
定
し
ま
す
。

▼
生
活
経
済
課
1
内
線
２
５
４
２

へ
申
し
込
む
。

◆
わ
く
わ
く
サ
ポ
ー
ト
三
鷹
（
お

お
む
ね
55
歳
以
上
の
方
を
対
象
と

し
た
職
業
紹
介
サ
ー
ビ
ス
）
も
ご

利
用
く
だ
さ
い

▽
火
曜
日
、
祝
日
を
除
く
月
〜
土

曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15

分
、
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
（
下
連

雀
４
―
17
―
23
）
で
開
設
。

▼
直
接
会
場
へ
。

e

わ
く
わ
く
サ
ポ
ー
ト
三
鷹
1

45
―
８
６
４
５

働
く
人
の
た
め
の
企
業
分
析

Ａ
Ｂ
Ｃ
〜
経
営
資
料
の
読
み

方
・
ど
う
役
立
て
る
〜

東
京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ

ー
国
分
寺
事
務
所
主
催
。
新
し
い

連
結
決
算
制
度
の
も
と
、
具
体
的

な
事
例
で
解
説
し
ま
す
。

▽
①
経
営
分
析
の
基
礎
知
識
と
ケ

ー
ス
を
用
い
た
財
務
資
料
の
読
み

方
＝
12
月
９
日
f
、
②
ケ
ー
ス
に

よ
る
比
率
分
析
と
総
合
・
企
業
評

価
、
組
合
活
動
へ
の
生
か
し
方
＝

12
月
13
日
c
。
い
ず
れ
も
午
後
６

時
30
分
〜
９
時
15
分
、
国
分
寺
労

政
会
館
で
。
講
師
は
明
治
大
学
ビ

ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
教
授
の
山
口

不
二
夫
さ
ん
。

▼
同
事
務
所
1
042
―
323
―
８
５
１

１
・
5
042
―
323
―
８
５
１
２
へ
申

し
込
む
。
先
着
100
人
。

東
部
地
区
住
民
協
議
会
が
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
助
成
金
で

備
品
を
購
入

東
部
地
区
住
民
協
議
会
（
牟
礼

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
は
、

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

「
平
成
17
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
に
よ
る
助
成
金
の
交
付

を
受
け
、
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ロ
ビ
ー
テ
ー
ブ

ル
な
ど
の
備
品
を
購
入
し
ま
し

た
。
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

e

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
室
1
内

線
２
５
１
５

独
創
的
で
優
れ
た
プ
ラ
ン
に
発

表
の
場
を
設
け
、
事
業
化
の
パ
ー

ト
ナ
ー
や
出
資
者
を
見
つ
け
る
機

会
を
提
供
す
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｃ

Ｉ
Ｔ
Ｙ
み
た
か
構
想
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」（
三
鷹
市
・

ñ
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
共
催
）
の
今

年
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

11
月
18
日
に
行
わ
れ
た
最
終
審

査
発
表
会
で
は
、
応
募
37
件
か
ら

書
類
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査
を
通
過

し
た
７
件
の
プ
ラ
ン
に
よ
る
熱
い

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
最
終
的
に
次
の
プ
ラ
ン
が
受

賞
し
ま
し
た
。

年
末
の
収
集
は
、

燃
や
せ
る
ご
み
は
12

月
30
日
f
ま
で
、
古

紙
・
古
着
は
12
月
29

日
e
ま
で
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
は
12
月
28

日
d
ま
で
で
す
。
年

始
は
１
月
４
日
d
か

ら
開
始
し
ま
す
。

年
末
年
始
は
ご
み

の
量
が
増
え
る
た
め
、

収
集
時
間
が
大
幅
に

変
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
な
お
、
１

家
庭
か
ら
１
回
に
排

出
で
き
る
量
は
45
v

の
袋
で
３
袋
程
度
で

す
。
そ
れ
以
上
に
な

る
場
合
は
、
多
量
ご

み
に
な
り
ま
す
。

粗
大
ご
み
・
多
量

ご
み
の
収
集
は
年
末

年
始
大
変
混
み
合
い

ま
す
。
粗
大
ご
み
受

付
セ
ン
タ
ー
1
47
―

５
１
８
４
へ
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

e

ご
み
対
策
課
1
内

線
２
５
３
３

7
三
鷹
市
国
際
交
流
協
会
（
Ｍ

Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
）
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
の
最
前
線
で
活
躍
し
て
い
る

方
か
ら
体
験
に
基
づ
く
本
音
の
声

を
伺
い
、
国
際
理
解
を
深
め
て
い

き
ま
す
。

①
イ
ン
ド
洋
大
津
波
か
ら
１
年
〜

被
災
地
の
情
報
ニ
ー
ズ
を
考
え
る

１
年
前
に
発
生
し
た
ス
マ
ト
ラ

沖
大
地
震
と
イ
ン
ド
洋
大
津
波
。

被
災
地
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な

情
報
と
は
、
そ
し
て
、
情
報
伝
達

を
円
滑
に
行
う
た
め
に
は
ど
の
よ

う
な
支
援
が
求
め
ら
れ
る
の
か
を

被
災
地
で
の
活
動
支
援
の
現
状
を

踏
ま
え
て
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
三

鷹
市
に
大
地
震
が
襲
っ
た
時
、
特

に
外
国
人
へ
の
情
報
伝
達
の
あ
り

方
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
平
成
18
年
１
月
７
日
g
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
。
講
師
は
Ｂ
Ｈ
Ｎ

テ
レ
コ
ム
支
援
協
議
会
常
務
理
事

の
篠
原
浩
一
郎
さ
ん
。

②
ア
フ
リ
カ
陸
上
選
手
の
強
さ
の

秘
密近

年
、
陸
上
競
技
に
お
け
る
ア

フ
リ
カ
勢
選
手
の
活
躍
は
目
覚
ま

し
く
、
多
く
の
国
際
大
会
で
次
々

と
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

そ
の
強
さ
の
秘
訣
と
ア
フ
リ
カ
各

国
の
陸
上
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

▽
平
成
18
年
２
月
４
日
g
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
。
講
師
は
「
ア
フ

リ
カ
陸
上
博
士
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
7
日
本
陸
上
競
技
連
盟
の
関

幸
生
さ
ん
。
①
、
②
と
も
駅
前
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
地
下
１
階

大
会
議
室
で
。
先
着
各
140
人
。

▼
い
ず
れ
も
事
前
に
同
協
会
1
43

―
７
８
１
２
に
電
話
ま
た
は
直
接

申
し
込
む
。

切
手
貼
り
絵
展

ú
日
本
郵
趣
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｓ
）
三

鷹
支
部
主
催
。
武
者
絵
、
美
人
画
、

ふ
る
さ
と
の
行
事
な
ど
、
切
手
を

貼
り
合
わ
せ
た
美
し
い
絵
画
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
12
月
26
日
b
ま
で
の
午
前
９
時

〜
午
後
９
時
30
分
（
26
日
は
午
後

４
時
ま
で
）、
市
民
協
働
セ
ン
タ

ー
で
。
作
者
は
日
本
郵
趣
協
会
会

員
・
郵
便
文
化
振
興
協
会
会
員
の

馬
場
忠
仙
さ
ん
。

▼
直
接
会
場
へ
。

◆
最
優
秀
賞

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
映
像
・
音
声
配
信
と
コ
マ
ー
シ

ャ
ル
流
通
サ
ー
ビ
ス
」（
野
島
晋

二
）、「
Ｗ
ｅ
ｂ
対
応
電
子
帳
票
・

ｅ
文
書
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」（
日

本
オ
プ
ロ
1
・
里
見
一
典
）

◆
学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
賞

「
採
用

報
酬
型
の
求
人
情
報
サ
イ
ト
運

営
」（
法
政
大
学
・
石
井
真
介
）

◆
地
域
貢
献
賞

「
市
民
情
報
も

安
心
、
情
報
漏
洩
を
防
止
、
災
害

時
に
も
活
躍
、『
多
重
分
割
分
散

シ
ス
テ
ム
』
と
『
安
全
Ｕ
Ｓ
Ｂ
キ

ー
』」（
1
イ
ー
メ
デ
ィ
ア
・
川
端

秀
樹
）、「
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
を
推

年末のごみの収集日程

市
で
は
長
年
に
わ
た
り
技
能
や

農
業
一
筋
に
大
き
な
功
績
を
残
し

た
み
な
さ
ん
を
称
え
、
隔
年
ご
と

に
「
三
鷹
市
技
能
・
農
業
功
労
者

表
彰
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

11
月
24
日
に
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ

で
「
三
鷹
市
技
能
功
労
者
等
選
考

委
員
会
」
よ
り
選
ば
れ
た
、
市
民

生
活
の
向
上
や
後
進
の
育
成
に
尽

力
さ
れ
た
24
人
の
方
に
、
市
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

◆
技
能
功
労
者
（
敬
称
略
）

◇
調
理
師
大
山
光
子
＝
割
烹
仕

出
し
　
お
お
山
（
下
連
雀
四
丁

目
）、
田
辺
孝
＝
田
辺
精
肉
店

（
井
の
頭
一
丁
目
）、
天
田
功
＝
金

寿
司
（
下
連
雀
一
丁
目
）、
植
原

政
孝
＝
㈲
魚
利
（
新
川
六
丁
目
）、

廣
瀬
榮
次
郎
＝
竹
迺
家
（
下
連
雀

二
丁
目
）

◇
製
菓
技
術
職

水
口
邦
夫
＝
末

広
だ
ん
ご
（
新
川
六
丁
目
）

◇
豆
腐
職

高
麗
忠
義
＝
深
野
屋

高
麗
豆
腐
店
（
牟
礼
七
丁
目
）

◇
大
工

井
端
繁
男
＝
井
端
建
築

ñ

（
井
口
四
丁
目
）、
沖
野
邦

祐
＝
㈲
沖
野
工
務
店
（
井
の
頭
三

丁
目
）

◇
左
官

今
村
�
昌
＝
滝
沢
左
官

工
事
ñ
（
深
大
寺
二
丁
目
）

◇
電
気
工
事
士

大
崎
勝
利
＝
㈲

大
崎
電
工
（
新
川
二
丁
目
）

◇
建
具
職

高
橋
好
輝
＝
ñ
吾
妻

（
小
金
井
市
東
町
五
丁
目
）

◇
塗
装
工

荻
野
政
広
＝
㈲
荻
野

塗
装
（
上
連
雀
五
丁
目
）

◇
造
園
工

麻
生
義
昭
＝
三
義
造

園
（
新
川
五
丁
目
）

◇
鍼
灸
師

菅
原
昭
＝
や
す
ら
ぎ

鍼
灸
院
（
牟
礼
五
丁
目
）

◇
美
容
師

浜
田
諄
子
＝
ビ
ュ
ー

テ
ィ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
ハ
マ
ダ
（
下
連
雀

三
丁
目
）

◇
理
容
師

大
木
秋
男
＝
Ｃ
ｕ
ｔ

Ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ

Ｏ
Ｈ
Ｋ
Ｉ
（
中
原

三
丁
目
）

◇
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師

佐
々
木

剛
＝
佐
々
木
ラ
ン
ド
リ
ー
（
中
原

三
丁
目
）

◇
自
転
車
整
備
士

山
田
直
之

＝
㈲
山
田
輪
業（
下
連
雀
三
丁
目
）

◇
テ
ン
ト
加
工

新
村
嘉
伸
＝

㈲
ビ
オ
エ
ッ
セ
（
北
野
一
丁
目
）

◇
温
度
計
加
工

中
川
宏
一
＝
中

川
温
度
計
加
工
所（
中
原
四
丁
目
）

◆
農
業
功
労
者
（
敬
称
略
）

竹
内
春
雄
（
上
連
雀
二
丁
目
）

箕
輪
博
夫
（
大
沢
二
丁
目
）

冨
澤
常
雄
（
北
野
一
丁
目
）

e

生
活
経
済
課
1
内
線
２
５
４

３ 進
す
る
『
ユ
ビ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
事

業
』」（
1
ネ
ッ
ト
イ
ン
京
都
・
高

木
治
夫
）

◆
し
ん
き
ん
産
業
活
性
化
賞
「
外

国
人
就
職
予
備
校
か
ら
外
国
人
特
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